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発表の概要

1. 視覚障害者とは

2. 視覚障害者と情報アクセス

3. 大学における視覚障害学生支援の現状と

課題

4. 学会や会議の場における視覚障害者に対

する配慮の可能性

5. 情報系研究者に望むこと

1. 視覚障害者とは

2. 視覚障害者と情報アクセス

3. 大学における視覚障害学生支援の現状と課題

4. 学会や会議の場における視覚障害者に対する配

慮の可能性

5. 情報系研究者に望むこと
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全盲者のパソコン活用例

全盲者のパソコン活用例
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点字ディスプレイ

点字ディスプレイ
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全盲者のパソコン活用

○スクリーン・リーダー、点字ディスプレイ等を利用

○晴眼者との直接的な文字コミュニケーションが可
能

●複雑なレイアウトの文書や表等は、特に内容の
理解が困難

●一部のpdfファイルなど、オリジナル・テキストの

抽出が困難なフォーマット形式がある

全盲者のパソコン活用

○スクリーン・リーダー、点字ディスプレイ等を利用

○晴眼者との直接的な文字コミュニケーションが可能

●複雑なレイアウトの文書や表等は、特に内容の理
解が困難

●一部のpdfファイルなど、オリジナル・テキストの抽

出が困難なフォーマット形式がある
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弱視者のパソコン活用例１

弱視者のパソコン活用例1
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弱視者のパソコン活用例２

弱視者のパソコン活用例2
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弱視者のパソコン活用

○画面拡大ソフト、スクリーン・リーダー等を利用

○文字サイズ、書体、文字間隔、行間隔などの自
由な変更が可能

○配色の自由な変更が可能（黒地に白文字等)

●視覚の制限（全体像の把握が困難、細部の識別
が困難等）により、情報の認識に時間がかかる

弱視者のパソコン活用

○画面拡大ソフト、スクリーン・リーダー等を利用

○文字サイズ、書体、文字間隔、行間隔などの自由
な変更が可能

○配色の自由な変更が可能（黒地に白文字等)
●視覚の制限（全体像の把握が困難、細部の識別

が困難等）により、情報の認識に時間がかかる
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大学で受けている具体的な支援内容
―特に講義、ゼミ等への参加に際して―

○印刷物の電子データ化

○オリジナル・テキストデータの提供

○板書の読み上げ

○指示語の使用に関する配慮

大学で受けている具体的な支援内容 ―特に講義、

ゼミ等への参加に際して―

○印刷物の電子データ化

○オリジナル・テキストデータの提供

○板書の読み上げ

○指示語の使用に関する配慮
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画像データの取り込み

テキストデータへの変換

校正

点字データへの変換

印刷物のテキストデータ化/点訳手順

印刷物のテキストデータ化/点訳手順

画像データの取り込み

テキストデータへの変換

校正

点字データへの変換
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印刷物のテキストデータ化/点訳手順１

画像データの取り込み：

スキャナを使って印刷物の情報を「絵」のデータとして
パソコンに送る

＊鮮明な画像をパソコンに送ることが重要

テキストデータへの変換：

OCRソフトを使って、「絵」のデータを「文字」のデータに

変換する

＊文字認識の精度を上げるためには丁寧な認識設定
が必要

印刷物のテキストデータ化/点訳手順1
画像データの取り込み：

スキャナを使って印刷物の情報を「絵」のデータとし
てパソコンに送る

＊鮮明な画像をパソコンに送ることが重要

テキストデータへの変換：

OCRソフトを使って、「絵」のデータを「文字」のデータ

に変換する

＊文字認識の精度を上げるためには丁寧な認識設
定が必要
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校正：

原本とテキストデータを見比べながら、誤変換
やレイアウトの崩れを手動で修正する

＊校正のレベルについては、事前に依頼者と
相談

点字データへの変換：

自動点訳ソフトを使って、テキストデータを点字
データ（かなベース）に変換する。

＊漢字の読み方の誤りや点字レイアウトの崩
れなどは手動で修正

印刷物のテキストデータ化/点訳手順２

印刷物のテキストデータ化/点訳手順2
校正：

原本とテキストデータを見比べながら、誤変換やレイ
アウトの崩れを手動で修正する ＊校正のレベルに
ついては、事前に依頼者と相談

点字データへの変換：

自動点訳ソフトを使って、テキストデータを点字デー
タ（かなベース）に変換する。

＊漢字の読み方の誤りや点字レイアウトの崩れなど
は手動で修正
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筑波大学における障害学生支援の組織図

障害学生支援委員会：大学としての方針の検討、各
年度の重点課題の設定。

障害学生支援専門委員会：心身障害学系教員や保
健管理センターの医師などの専門家からなる作業委
員会。

重点課題の推進、教育組織への助言・相談、一般学
生啓発のための授業の開講（障害者支援ボランティア
論）、学習補助者養成講座の実施等。

筑波大学の障害学生支援の特色：障害学生の具体
的な支援に当たるのは、各障害学生が所属する教育
組織。支援専門委員会は、教育組織に対して専門的
な見地から助言・相談を行う。

16

学会・会議等に際して求められ
る支援の内容

○配布資料（当日に配られるものを含む）を、
視覚障害者が読める形で提供する

○Power Pointによるスライド等、スクリーン

に投影される情報を、視覚障害者が理解
できる形で提供する

○視覚障害者のアクセシビリティを考慮した
ウェブサイトを構築する

学会・会議等に際して求められる支援の内容

○配布資料（当日に配られるものを含む）を、視覚障
害者が読める形で提供する

○Power Pointによるスライド等、スクリーンに投影さ

れる情報を、視覚障害者が理解できる形で提供する

○視覚障害者のアクセシビリティを考慮したウェブサ
イトを構築する
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Web アクセシビリティ
チェックリスト

○画像にはalt属性を使用して代替テキストを提供

○キーボードでアクセス可能なスクリプトを提供

○ナビゲーション・リンクを飛び越えて、ページの本文へ

スキップ可能に

○コンテンツを点滅、フリッカー(ちらつき)、移動させない

○アクセシビリティを確保できない場合は、同等の情報や

機能をもつテキストのみのページを提供

出典：http://www-6.ibm.com/
jp/accessibility/guideline/accessweb.html

Web アクセシビリティチェックリスト

○画像にはalt属性を使用して代替テキストを提供

○キーボードでアクセス可能なスクリプトを提供

○ナビゲーション・リンクを飛び越えて、ページの本
文へスキップ可能に

○コンテンツを点滅、フリッカー(ちらつき)、移動させ

ない

○アクセシビリティを確保できない場合は、同等の情
報や機能をもつテキストのみのページを提供

出典：http://www-
6.ibm.com/jp/accessibility/guideline/accessweb.html
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課題

●会の主催者および個々の発表者に対する
理解啓発

●資料の著作権の問題

●視覚障害者がよりアクセスしやすいハード
ウェア、ソフトウェアの開発

課題

●会の主催者および個々の発表者に対する理解啓
発

●資料の著作権の問題

●視覚障害者がよりアクセスしやすいハードウェア、
ソフトウェアの開発

19

バリアフリー研究に求めたいこと

○現状とニーズの正確な把握

○多領域の専門家による研究・開発協力

○偏りのないユーザー評価

○普遍性のあるデザイン・設計

○既存のアイデアや製品の有効活用

○「誰にとっても使いやすい」

「視覚障害者にとって特に使いやすい」

の両方を考慮

バリアフリー研究に求めたいこと

○現状とニーズの正確な把握

○多領域の専門家による研究・開発協力

○偏りのないユーザー評価

○普遍性のあるデザイン・設計

○既存のアイデアや製品の有効活用

○「誰にとっても使いやすい」「視覚障害者にとって
特に使いやすい」の両方を考慮
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